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Shine【少人数の良さを生かす。生徒がきらり輝く教育】 

Area 【地域の人や自然を生かす。地域に根ざした学校】 

Never give up 【ひたむきに努力する教師と生徒】 

４月の主な行事 
６日（木） 新任式・始業式 

第75回入学式 

７日（金） 身体計測 

 標準学力検査(NRT) 

１０日（月） 標準学力検査(NRT) 

１・３年知能検査  

１２日（水） いじめを考える授業（全学級） 

１３日（木） 家庭訪問（内千川・里） 

       ハイビスカス号来校 

１４日（金） 家庭訪問（港川・金見・畦） 

１５日（土） ＰＴＡ歓迎会（中止） 

１６日（日）  ボランティア清掃 

１７日（月）・１８日（火） 検尿一次 

１８日（火） 授業参観（5校時）・学年ＰＴＡ 

       ＰＴＡ総会 

２０日（木） ＡＬＴ来校 

２４日（月） 心臓検診（1年生） 

２５日（火） 全国学力・学習状況調査(3年生) 

 交通安全教室（6校時） 

令和５年３月 14日（火）に第 75回卒
業式を挙行しました。男子２名の卒業生
が，大きな夢を抱いて山中を巣立ってい
きました。保護者の皆様，９年間の義務
教育の修了をお祝い申し上げます。 

生徒名 地区 

梅園 侑真 さん 港川 

善田 雄大 さん  港川 

 
転退職職員あいさつ 

生徒会レクリエーション 
３月10日(金)６校時に，生徒会レクリエー

ション(バドミントン大会)を実施しました。

先生方も参加して，みんなで楽しい時間を過

ごし，３年生の卒業を祝うとともに楽しい思

い出を作ることができました。 

 

           校 長   舞田 裕二 先生 

 

すん伝統ありがとうございました。 

～山中で見えた景色～ 

校長 舞田 裕二 

 春うらら，別れと出会い，希望と挑戦へと誘う季節の到来です。 

 3/14(火)に卒業式を実施し，旅立ちの「春」を味わいました。「有終の美」，「楽しかった思い出の

回想」，「新しい学年や学校，職場への希望」，などは，それぞれ春の独特の景色です。 

 中学校は人生においては通過点です。ところが，人生が変わるきっかけが多いという点から中学校や

高校という通過点は大きな意味があります。卒業式，修了式を経て，進学・進級という大きな節目は，

これからの人生を左右する大きな分岐点としてその通過点を意味深いものにしてくれます。義務教育を

修了したことで，二人の卒業生に待っているのは確実にこれまでより大きな世界です。また，在校生に

とっても新たな世界への展望の時です。一つ一つの分岐点を大切にして，意気揚々と，そして，確実に

次の段階へ向かってほしいです。 

 さて，今年度は，ワールドカップサッカーや WBCの日本の躍進に元気や勇気をもらいました。一方で，

ロシアのウクライナ侵攻が一年に及び，今もまだ継続しています。人命や平和秩序が脅かされ，世界政

治・経済にも大きな影響が及んでいます。また，トルコ・シリアで起こった大地震では，多くの尊い命

が失われ，被災者の苦しい生活が続いています。これらの事態や状況に無関心であってはいけません。

国際社会や未来に生きる者として，課題意識を持ち，自己の関わりや責任とは何かを考えて過ごすこと

が大切です。また，今年は奄美群島日本復帰 70 周年を迎えます。郷土の過去を知り，未来を創造して

いくことは，そこに生きる者の使命です。奄美群島 12 市町村は２月に，10 年後を見据えた新たな成長

戦略ビジョンを策定し，奄美の将来像の一つ「若者がチャレンジし，夢を実現する島」を掲げています。

高齢化や人口減少は大きな課題であり，それを打開していくのは若者の力です。 

これからの激動の時代は，選択の連続です。一つ一つの選択を決定づける自分の意志や決意には，そ

れを支える正しい知識や判断力が必要とされます。郷土「徳之島」を原点として，チャレンジ精神で「夢

の実現」に前進してほしいと切に願っています。 

「春風を以て人に接し，秋霜を以て自ら粛む」（佐藤一斎「言志四録」より） 

 先行き不透明な時代であるからこそ，春風のような暖かさ，なごやかさで他者に接し，秋の霜のよう

な冷厳さ，するどさをもって自らを律し，振り返ることができる人になってほしいです。 

 

  山中学校の生徒，保護者，地域の皆さん，そして先生方，本当にお世話になりました。在籍した３年間の全てが

コロナ禍であり，制約の中に「新しい生活様式」を模索した時間でした。我慢や辛抱を重ね，ようやく終息に向け，

光が差し込んできたように感じます。暗中模索しては前に進む，の繰り返しの中で，教育活動を無事に実施できた

のは，一重に皆様の御理解と御協力，御指導があってこそでした。不足をお詫びすると共に厚く御礼申し上げます。 

 山中学校で見えた景色は他では味わえない貴重なものでした。その景色を大事にして，これからの糧にして参

ります。出会いで自分を知り，そこから新しく自分をデザインする等，山中だからこそできたことがたくさんあ

りました。次の挑戦への大きな力にして参ります。 

卒業記念制作 

令和４年度の卒業記念品として，山小学

校からいただいた，センダンの木を活用し

た看板を制作しま 

した。生徒玄関に 

掲示します。ぜひ， 

御覧ください。 

           事務主査  平 弘文 先生 

 

すん伝統ありがとうございました。 

           図書事務員  東郷 江里子 先生 

 

すん伝統ありがとうございました。 

大変お世話になりました。

豊かな自然，厚い人情に支え

ていただいた貴重な３年間で

した。山中学校と「山」の発

展を心から祈っています。 

２年間ありがとうござい

ました。皆さんのさらなる

活躍を期待しています。 

６年間、大変お世話になりまし

た。山中学校という素晴らしい環

境と山集落の心優しい人たちの

中で過ごすことができたことに

心より感謝しています。 

 


